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町議会
定例会

■
平
成
十
九
年
度
か
ら
平
成
二
十

年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た
次
の
事
業

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

①
平
成
十
九
年
度
階
上
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

◎
保
育
所
施
設
整
備
補
助
金

七
千
九
百
四
十
四
万
五
千
円

◎
河
川
等
災
害
復
旧
事
業　
　
　

三
千
三
百
五
十
九
万
一
千
円

②
平
成
十
九
年
度
階
上
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書

◎
公
共
下
水
道
整
備
事
業　
　
　

二
億
六
千
三
百
六
十
四
万
一
千
円

①
階
上
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

②
階
上
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
も

の
。

③
平
成
十
九
年
度
階
上
町
一
般
会

計
補
正
予
算

歳
入
は
繰
入
金
（
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
）
等
を
減
額
。

歳
出
は
、
民
生
費
（
老
人
保
健
特

別
会
計
繰
出
金
）
等
を
減
額
。

④
平
成
十
九
年
度
階
上
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

歳
入
は
共
同
事
業
交
付
金
（
保
険

財
政
共
同
安
定
化
事
業
交
付
金
）

等
を
減
額
。

歳
出
は
、
共
同
事
業
拠
出
金
（
保

険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
拠
出

金
）
等
を
減
額
。

⑤
平
成
十
九
年
度
階
上
町
老
人
保

健
特
別
会
計
補
正
予
算

歳
入
は
国
庫
支
出
金
（
医
療
費
負

担
金
）
等
を
減
額
。

歳
出
は
、
医
療
諸
費
（
医
療
給
付

費
）
等
を
減
額
。

⑥
平
成
十
九
年
度
階
上
町
漁
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

歳
入
は
使
用
料
及
び
手
数
料
（
漁

業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
）

等
を
増
額
。

歳
出
は
、
施
設
管
理
費
（
処
理
施

設
管
理
委
託
料
）
を
減
額
。

⑦
平
成
十
九
年
度
階
上
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

歳
入
は
国
庫
支
出
金
（
調
整
交
付

金
）
等
を
増
額
。

歳
出
は
、
基
金
積
立
金
（
介
護
給

付
費
準
備
基
金
積
立
金
）を
増
額
。

⑧
平
成
十
九
年
度
階
上
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

歳
入
は
繰
入
金
を
減
額
。

歳
出
は
公
共
下
水
道
事
業
費
等
を

減
額
。

町議会
定例会

　

平
成
二
十
年
第
三
回
階
上
町
議
会
定
例
会

が
六
月
十
日
開
会
し
、
六
月
十
三
日
閉
会
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
で
は
、
報
告
二
件
、
専
決
八

件
、
予
算
一
件
、
そ
の
他
四
件
、
人
事
三
件
、

議
会
案
三
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承

認
、
可
決
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

報　
　

告

①
平
成
二
十
年
度
階
上
町
一
般
会

計
補
正
予
算

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
（
更
生
医

療
給
付
費
負
担
金
）
等
を
増
額
。

歳
出
は
、
総
務
費
等
を
減
額
。
土

木
費
等
を
増
額
。

①
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

に
つ
い
て

②
あ
ら
た
に
生
じ
た
こ
と
を
確
認

し
た
土
地
の
区
域
の
編
入
に
つ
い

て小
舟
渡
地
区
地
域
水
産
物
供
給
基

盤
整
備
事
業
に
伴
う
、
公
有
水
面

埋
立
て
の
完
成
に
よ
り
、
あ
ら
た

に
生
じ
た
土
地
を
確
認
及
び
確
認

し
た
土
地
の
区
域
に
字
名
を
付
す

た
め
。

③
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数

の
減
少
及
び
青
森
県
市
町
村
職
員
退

職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

④
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の

減
少
及
び
青
森
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

構
成
団
体
の
減
少
等
に
伴
う
も
の
。

①
階
上
町
教
育
委
員
会
の
委
員
に

任
命
す
る
者
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

氏
名　

鹿
糠　

豊

②
階
上
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
委
員
に
選
任
す
る
者
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

氏
名　

有
谷　

升

③
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
推

薦
す
る
者
に
つ
き
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

氏
名　

久
保　

和
子

会計名 補正額 補正後の予算額

一 般 会 計 △4,558万4千円 51億6,723万9千円

国民健康保険
特 別 会 計 △4,801万8千円 16億6,764万2千円

老 人 保 健
特 別 会 計 △4,500万7千円 9億9,093万7千円

漁業集落排水
事業特別会計 △23万9千円 4,159万3千円

介 護 保 険
特 別 会 計 808万9千円 7億6,535万3千円

公共下水道
事業特別会計 △7万5千円 7億7,330万 円

平成19年度　専決補正予算（専決）の状況

平成 20年度　補正予算の状況

会計名 補正額 補正後の予算額
一 般 会 計 810万5千円 50億1,210万5千円

専
決
処
分

予　
　

算

そ 

の 

他

人　
　

事
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■
陳
情
採
択
に
伴
う
意
見
書

①
米
価
の
安
定
と
生
産
調
整
に
関

す
る
意
見
書

②
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の
輸
入

停
止
を
求
め
る
意
見
書

③
医
師
・
看
護
師
等
を
増
や
す
た

め
の
法
改
正
、
財
政
措
置
を
求
め

る
意
見
書

　

教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
新
た
に
次
の
と
お
り
委
員
会

を
組
織
し
ま
し
た
。

委
員
長　

熊
谷
道
雄

委
員
長
職
務
代
行
者　

荻
ノ
沢
俊
明

委　

員　

松
橋
竹
子

委　

員　

鹿
糠　

豊
（
６
月
23
日
就
任
）

　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら

に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
、

昔
の
あ
そ
び
・
お
や
つ
づ
く
り
を

し
ま
す
。

■
期　

日　

①
７
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
　

②
８
月
23
日
（
土
）

■
時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時

■
場　

所　

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ

■
参
加
費　

一
人
百
円

■
申
し
込
み

な
る
べ
く
３
日
前
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

教
育
課　

☎
（
８
８
）
２
６
９
８

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み

☎
（
８
８
）
２
５
２
２

教
育
委
員
会
よ
り

議会事務局より
議会の傍聴は受付簿に
住所、氏名を記入する
だけでどなたでも傍聴
できます。一度傍聴さ
れてみてはいかがで
しょうか。
【問い合わせ】

議会事務局☎ 88-2369

鹿糠　豊　氏

　

去
る
６
月
18
日
に
行
わ
れ
た

３
歳
児
健
診
に
お
い
て
、
歯
科
健

診
の
結
果
、
む
し
歯
の
な
か
っ
た

子
ど
も
さ
ん
14
名
に
表
彰
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

※
今
年
度
残
り
３
回
の
３
歳
児
健

診
（
９
月
・
12
月
・
３
月
）で
も
、

む
し
歯
０
本
の
子
ど
も
さ
ん
を
表

彰
す
る
予
定
で
す
。

　

子
ど
も
さ
ん
が
一
生
、
健
康
な

歯
で
暮
ら
せ
る
か
ど
う
か
は
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。

　

少
な
く
て
も
、
就
学
前
ま
で
は

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
仕
上
げ

み
が
き
を
し
て
あ
げ
ま
し
よ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

☎
（
８
８
）
２
２
１
９

お
は
な
し
会
を

開
催
し
ま
す

ち
ゃ
ん

く
ん

ち
ゃ
ん

く
ん

ち
ゃ
ん

く
ん

く
ん

く
ん

く
ん

く
ん

く
ん

く
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

む
し
歯
０
本
の
子
ど
も
た
ち

は
み
が
き
を

が
ん
ば
り
ま
し
た

「町民サービスコーナー」
石鉢ふれあい
交流館 設置のお知らせ

■交付する諸証明
　①住民票
　②印鑑登録証明書
　③所得課税証明書
　④資産証明書
　⑤納税証明書
■受付時間　8:15 ～ 17:00

　取得の際は本人確
認書類（運転免許証
等）が必要です。
※代理人の方がお越
しになる場合は、本
人からの委任状が必
要になります。

【問い合わせ】
町民課戸籍住民グループ　☎ 88-2119
町民課税務グループ　   ☎ 88-2129

町民の皆様の利便性向上のため、石鉢ふれあい交流
館でも、諸証明交付ができるようになりました。
どうぞご利用ください。

8/1
から 議

会
案

荒
谷　

円
香

稲
塚　

草
太

奥
寺　

好
愛

加
藤　
　

綺

坂　
　
　

萌

佐
々
木　

海

澤
上　

楓
雅

下
長
根
慎
平

十
文
字
亮
博

杉
本　

紗
良

千
葉　

周
平

内
城　

魁
斗

中
野　

佳
奈

中
野　

莉
那

（
あ
ら
や
ま
ど
か
）

（
い
な
づ
か
そ
う
た
）

（
お
く
で
ら
こ
う
め
）

（
か
と
う 

き
ら
）

（
さ
か 

も
え
）

（
さ
さ
き
か
い
り
）

（
さ
わ
か
み
ふ
う
が
）

（
し
も
な
が
ね
し
ん
ぺ
い
）

（
じ
ゅ
う
も
ん
じ
あ
き
ひ
ろ
）

（
す
ぎ
も
と
さ
ら
）

（
ち
ば
し
ゅ
う
へ
い
）

（
な
い
じ
ょ
う
か
い
と
）

（
な
か
の 

か
な
）

（
な
か
の 

り
な
）

（
50
音
順
）

親子で
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第
二
十
一
回
八
戸
地
区
消
防
団

消
防
操
法
大
会
が
六
月
二
十
二

日
、八
戸
市
の
鮫
漁
港
で
行
わ
れ
、

各
分
団
の
選
手
た
ち
が
日
頃
の
消

防
技
術
や
士
気
の
高
さ
を
競
い
合

い
ま
し
た
。
競
技
会
に
は
、
当
町

消
防
団
の
ほ
か
、
八
戸
市
消
防
団

と
八
戸
市
南
郷
方
面
隊
が
出
場
。

　

そ
の
中
で
も
、
第
一
分
団
（
小

舟
渡
）
は
、
前
大
会
優
勝
の
八
戸

市
消
防
団
海
上
分
団
を
破
り
、
見

事
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
で
初
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、
第
五

分
団
（
登
切
）
は
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
の
部
で
二
位
入
賞
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

見
事
地
区
大
会
を
突
破
し
た
両

チ
ー
ム
は
、
七
月
二
十
一
日
に
五

戸
町
小
渡
平
公
園
で
行
わ
れ
る

三
八
支
部
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

健
闘
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
！

　

平
成
二
十
年
度
青
森
県
水
防
演

習
が
五
月
二
十
九
日
、
八
戸
市
馬

淵
川
流
域
で
行
な
わ
れ
、
階
上
町

消
防
団
か
ら
も
団
員
二
十
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
水
害
時
に
備
え
た

訓
練
が
行
わ
れ
、
団
員
達
は
真
剣

な
表
情
で
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　

町
内
三
件
の
農
家
で
五
月
下
旬

か
ら
六
月
上
旬
に
か
け
て
、
修
学

旅
行
生
の
農
家
民
泊
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
、
京
都
女
子
中

学
校
の
生
徒
八
名
は
、
田
代
地
区

の
金
田
秀
子
さ
ん
、
土
橋
美
智
子

さ
ん
宅
に
六
月
二
日
か
ら
一
泊
二

日
で
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
。
ア
ス

パ
ラ
や
フ
キ
を
収
穫
し
た
り
、
か

ま
ど
で
ご
飯
を
炊
き
、
食
事
の
手

伝
い
を
す
る
な
ど
し
て
、
普
段
の

農
家
の
生
活
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　

中
学
生
ら
は
「
青
森
県
は
初
め

て
。
せ
ん
べ
い
汁
や
魚
が
新
鮮
で

お
い
し
か
っ
た
」
「
家
が
広
く
て

び
っ
く
り
し
た
」
「
自
分
た
ち
が

収
穫
し
た
も
の
が
食
卓
に
あ
が
る

体
験
は
達
成
感
が
あ
っ
た
」
と
階

上
町
を
す
っ
か
り
気
に
入
っ
た
様

子
。

　

民
泊
を
始
め
て
三
年
に
な
る
金

田
さ
ん
は
「
家
族
の
会
話
も
増
え

た
。
生
徒
た
ち
に
お
母
さ
ん
と
呼

ば
れ
て
う
れ
し
い
」
。
土
橋
さ
ん

は
、
「
受
け
入
れ
る
こ
と
で
生
活

に
ハ
リ
も
出
て
、
生
き
が
い
に
も

つ
な
が
る
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
帰
る
日
の
朝
は
、
階
上
の
家

族
と
涙
の
お
別
れ
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
町
で
は
、
受
け
入
れ
先
農
家

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

第
一
分
団
が
優
勝
の
快
挙

第
一
分
団
が
優
勝
の
快
挙

第
二
十
一
回
八
戸
地
区
消
防
団
消
防
操
法
大
会

小型動力ポンプの部優勝　第 1分団
監　督 部　長 佐京　　満
指揮者 班　長 佐京　　実
1番員 班　長 重文字義信
2番員 団　員 冨田　隆智
3番員 団　員 上平　和也
補助員 団　員 平戸　憲行
消防ポンプ自動車の部第 2位　第５分団
監　督 副分団長 南　　正人
指揮者 部　長 引敷林広貴
1番員 団　員 久保　卓也
2番員 団　員 引敷林安幸
3番員 団　員 大江　　優
4番員 団　員 大江　政隆
補助員 班　長 南　勝土司

①優勝した第 1分団。おめでとう！
②日頃の練習成果を発揮（第５分団）

水
防
演
習
開
催土のう積み訓練を行う階上町消防団員ら

水
防
演
習
開
催

水
害
に
備
え

水
害
に
備
え

水
害
に
備
え

水
害
に
備
え

水
害
に
備
え

また
来たい！
関東の修学旅行生
農家民泊で

田舎暮らしを体験

（上）収穫したフキをゆで、
皮をとる。もちろん初体験。
（右）階上のお母さん、お
ばあちゃんと。たった 1日
でこんなに娘・孫ができた。
（右　金田秀子さん、左　
内城キヌさん）

・・・・・・・・・・・はしかみ Hot！ニュース

①

②

（敬称略）
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第
十
一
回
つ
つ
じ
＆
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
フ
ェ
ス
タ
「
臥
牛

山
ま
つ
り
」が
六
月
七
日
〜
八
日
、

交
流
の
森
広
場
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
両
日
と
も
好
天
に
恵

ま
れ
、
多
く
の
方
々
が
会
場
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

八
戸
か
ら
親
子
・
祖
父
母
で
訪

れ
た
曽
我
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、

「
今
年
で
二
回
目
。
お
じ
い
さ
ん

達
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
子
ど
も
達

は
初
め
て
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
楽

し
み
に
来
ま
し
た
」
と
、
見
て
食

べ
て
、
思
い
思
い
に
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 臥

牛
山
ま
つ
り
に
ぎ
わ
う

臥
牛
山
ま
つ
り
に
ぎ
わ
う

①環境サミット・地方自治法施行 60
周年を記念し行われた記念植樹

②オープニングに花を添えた平内鶏
舞（登切小学校）

③盛り上がりました！麻生しおりラ
イブ

④第 1回カラオケ大会入賞者。歌声
が緑の中に響き渡りました

⑤あっという間！階上早生そば早食
い大会

かけ声も元気よく！体操する
児童・婦人会員ら

あなたもわたしも元気いっぱい
　連合婦人会（阿部栄子会長）の
光のふるさと健康体操が広がりを
みせています。5月 31 日と 6月 1
日に開催された小学校の運動会で
も取り入れられ、赤保内小学校で
は 5・6年生児童が、赤保内婦人会・
健康づくりグループのハッピーは
つらつ道場約 30 名のみなさんと
一緒になって体操をしました。

街路灯が寄贈されました
　東北電力㈱八戸営業所と㈱ユア
テックが5月27日、町を訪れ、街
路灯5基を寄贈しました。今回寄
贈された防犯灯は行政区からの要
望をもとに設置され、明るいまち
づくりと、地区の安全・防犯に役
立てられます。

あなたの緊急避難場所はありますか
　6月から町内各地で「こころと
からだの健康教室」が開催されま
した。6月4日に、田代集会所で行
われた教室には地域住民約30名が
参加し、町の現状やストレス・う
つについて理解を深めました。町
では、23年度までの4年間をかけ
て町内全域で教室を開催し、ここ
ろの健康づくりに取り組みます。

自転車ロードレース大会開催
　第 40 回東北高等学校対抗自転
車競技選手権大会が 6 月 22 日、
フォレストピア前を起点に開催さ
れました。コースは、登山口から
金山沢、登切を回るアップダウン
の激しい 14 キロの周回コース。
東北各地から男子 69 名、女子 17
名の選手が参加し、雨と霧の中、
大会を繰りひろげました。

はしかみ Hot！ニュース・・・・・・・・・・・

①

②

③

④

⑤
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みなさんが納める保険料は
　介護保険を運営していくための大切な財源です
　　必要なときに安心して
　　介護サービスを利用できるように
　　　　　　　　　　保険料は必ず納めましょう

介　護
保険料

【保険料】
加入している医療保険
の算定方法で決められ
ます。
【納め方】
医療保険料と一括して
納めます。

40～64歳
（第2号被保険者）

■納付書に、普通徴収と特別徴収の両方
に保険料額が記載されている方は、普
通徴収で２回（１期・２期）納めてい
ただき、10 月の年金から天引きとなり
ます。

■平成 17 年度の税制改正により、介護
保険の所得段階が上がった方には、保
険料負担の急増を避けるため、保険料
を軽減する激変緩和措置を講じていま
す。（対象者の方は納付書に記載があり
ます）

【問い合わせ】
町民課税務グループ　☎ 88-2129

Q＆A
介
護
保
険
料

A　対象となる年齢の誕生日の前日の属
する月の分から納めます。
・第１号被保険者：65歳の誕生日
・第２号被保険者：40歳の誕生日
（例）
８月１日が65歳の誕生日の方⇒７月分から
８月２日が65歳の誕生日の方⇒８月分から

Ｑ　介護保険料はいつから納め始めるの？

A　選べません。
介護保険法で特別徴収と普通徴収の対象
者が決まっているため、納め方を自分で
選択することはできません。

Ｑ　特別徴収と普通徴収、納め方は選べますか？

65歳以上
（第1号被保険者）

【保険料】所得段階別
【納め方】
受給している年金（老
齢・退職年金、遺族年金、
障害年金）の額によっ
て納め方が分かれます。

＜注意！＞
『特別徴収』の方でも、
一時的に納付書で納め
る場合があります。

年金額 徴収方法

普通徴収

特別徴収

納入方法

年額
18万円
未満

年額
18万円
以上

納付書で各自納め
ます。
※７月上旬に送付
します。
対象となる年金か
ら天引きされます。
（老齢福祉年金・恩
給などは対象にな
りません。）

年度途中でこんなときは 納入方法

・訂正申告等により年度途中で所得段階
が変更（増額）になった。

＜納付書＞
増額分を納付
書で納めます。

＜納付書＞
特別徴収が開
始されるまで
の間は納付書
で納めます。

・年度途中で65歳になった。
・年度途中で他の市町村から転入した。
・年度途中で老齢（退職）年金・遺族年金・    
　障害年金の受給が始まった。
・期限後申告等により年度途中で所得段階
　が変更（減額）になった。
・年金担保、現況届の未提出等で年金が差
　し止めになり、天引きができなくなった。
・前年度10月以降の天引きが無かった。

こ

んな
とき

どう
なる？
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国保からのお知らせ国保からのお知らせ国保からのお知らせ
後期高齢者医療制度（長寿医療制度）の創設に伴い平成20年度より

国民健康保険税が変更になりました国民健康保険税が変更になりました国民健康保険税が変更になりました
税率が変更になりました

対象となる方は次の①～③のすべてに当てはまる
世帯の世帯主です。
①世帯主が国民健康保険の被保険者で 65 歳～
74歳であること
②世帯内の国民健康保険の被保険者の方全員が
65歳～ 74歳であること
③特別徴収の対象となる年金の年額が 18万円以
上で、国民健康保険税と介護保険料の合算額が
年金受給額の２分の１を超えないこと

　〈階上町では平成 20 年 10 月から特別徴収がはじまります〉

対象世帯には９月下旬頃に特別徴収開始決定通知
書を送付予定です。特別徴収の対象とならない世
帯は、いままでと同様に納付書や口座振替で納付
していただくことになります。

課税区分に後期高齢者支援金分（下表では「支援分」と表記しています）が
新しく加わったことにより税率が変更になりました。

保険税の年金からの天引き（特別徴収）が
開始されます

区　分

所得割
資産割
均等割
平等割
限度額

7.3％
46％

28,000 円
34,000 円
560,000 円

1.3％
12％

9,700 円
5,800 円
90,000 円

5.5％
32％

21,000 円
25,000 円
470,000 円

1.8％
14％

7,000 円
9,000 円

120,000 円

1.3％
12％

9,700 円
5,800 円
90,000 円

医療分 介護分 医療分 支援分 介護分
改正前（19年度） 改正後（20年度）

後期高齢者支援金分とは
これまで保険税の医療分の一部を老人保健拠出金に充てていましたが、後期高齢者
医療制度の創設に伴い、医療分と「後期高齢者支援金分」に分けられ、後期高齢者
医療制度の財源の一部として明確化されたものです。

１．国保から後期高齢者医療制度へ移行しても、
同じ世帯の国保被保険者の保険税が従前と同
程度となるよう、５年間に限り、緩和措置が
実施されます。

　　＊低所得者への国保税の軽減について、国保
から後期高齢者医療制度に移行した方も含め
て判定を行います。

　　＊国保の被保険者が１人になる場合は、医療
分と支援分の平等割が半額になります。

２．社会保険などの被保険者であった方が後期高
齢者医療制度に移行することによって、その
被扶養者ではなくなったため、国保被保険者
になった 65 歳以上の方（「旧被扶養者」と
いいます）の場合、２年間に限り、所得割、
資産割が免除され均等割が半額になります。
また、旧被扶養者のみの世帯は平等割が半額
になります。ただし、７割、５割軽減該当者
は除きます。

　　　※世帯主変更など異動があった場合に緩和
　　　　措置の対象からはずれることもあります。

後期高齢者医療制度（長寿医療制度）の
創設に伴う緩和措置が実施されます

保健福祉課健康増進グループ
町民課税務グループ

☎88-2219
☎88-2129
☎ 88-2114

【問い合わせ】
（国保全般）
（課税内容）
（納付相談）



広報はしかみ　2008・5広報はしかみ　2008・5広報はしかみ　2008・7 8

【問い合わせ】
ほっとぽっと
☎090-2996-6177
石鉢ふれあい交流館
☎80-1671
教育課教育グループ
（町家庭教育推進協議会）
☎ 88-2698

あ
っ
た

か子
育て応援し

ま
す
！

階上子育て
サポートセンター

子育てや仕事
みんな悩んだり、つまずいたりしながら
必死に頑張って子育てしています。
　わたしらしい子育てをしたい
　いつも笑顔で子どもと向き合っていたい
　　　「ほっとぽっと」は
　　　そんなあなたを応援します。

石鉢ふれあい交流館に

　

こ
の
度
、
石
鉢
ふ
れ
あ
い
交
流
館
に
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と　

ぽ
っ
と
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　
「
ほ
っ
と　

ぽ
っ
と
」
は
子
育
て
（
孫
育
て
）
中
の

み
な
さ
ん
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
３
名
の
サ
ポ
ー

タ
ー
や
訪
れ
る
み
な
さ
ん
と
、
子
ど
も
の
こ
と
に
つ
い

て
は
も
ち
ろ
ん
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
楽
し
い
情
報
交

換
や
い
ろ
ん
な
話
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

子
育
て
中
の
あ
な
た
！

　
　

子
育
て
を
終
え
た
あ
な
た
！

　

ぜ
ひ
一
度

　
　
「
ほ
っ
と　

ぽ
っ
と
」
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

活 動 日
（サポーター
  がいる日）

※火

※土

情報提供

相　　談

毎週月・火・金の9:00～15:00
何も用事がなくても全然大丈夫！ちょっと立ち
寄ってみませんか。（お子様もご一緒にどうぞ！）

子育て情報紙「ほっとぽっと通信」を月1回発行し
ます。その他、町内・近隣の子育てに関する情報を
収集し、提供します。

うちの子だけ？こんな時どうしたらいいかな？など
日頃の不安や悩みを話してみませんか。相談活動
も行います。

ほっとぽっとCafé
お茶と簡単お菓子を用意しています。
ふらっと寄ってほっとしていきませんか。

月１回親子で楽しめるイベントや講座を開
催します。

活動は
　こんなことをします！

子育て、孫育て中の 3人です。現在、みなさんと同
じ目線で楽しめる企画をいろいろ計画中です。
本を借りるついでに、プールに来たついでに･･･ま
ずは「ほっとぽっと」にお立ち寄りください！

（左から）
新保泰子、鹿糠美香子、木鎌里香　サポーター

家庭教育
サポーター

不用品を募集しています
家庭でいらなくなったものはありませんか。
不要な方から必要な方へ、また「ほっとぽっと」
の交流スペースづくりに役立てます。
お家に眠っている、子どものおもちゃや絵本、
家庭用品などなんでも結構です。
直接石鉢ふれあい交流館までお持ちください。

●サンクス

石鉢保育園●

至美保野 →

→

●石鉢小学校

ダイヤ　
レックス●

国道 45号線
▲

▲

▲

▲

▲

（▲案内看板）

石鉢ふれあい
交流館
町民プール

至
役
場

至
八
戸

←

よろしくお願いしますよろしくお願いします

Start!!
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⑱

階
上
町
長　

浜
谷
豊
美

階
上
町
の
活
性
化
に
助
っ
人

八
戸
大
学
サ
ー
ク
ル
部
員

　

先
月
開
催
さ
れ
た
「
第
十
一
回

臥
牛
山
ま
つ
り
」
は
、
二
日
間
好

天
に
恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く

の
来
場
者
が
あ
り
、
各
イ
ベ
ン
ト

も
盛
会
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
は
関
係
者
の
努
力
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
今
回
は
そ
の
中
で

も
特
に
、
助
っ
人
と
し
て
、
大
き

な
働
き
を
し
て
く
れ
た
若
者
グ

ル
ー
プ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

八
戸
大
学
『
ナ
チ
ュ
ラ
ル
愛
好

会
』
の
メ
ン
バ
ー
７
名
。
代
表
の

澤
野
美
加
さ
ん
、
副
代
表
佐
藤
匠

さ
ん
、
部
員
尾
崎
晴
美
さ
ん
、
村

中
優
也
さ
ん
、
中
屋
敷
真
悟
さ
ん
、

岡
崎
祐
大
さ
ん
、
前
川
宏
晶
さ
ん
。

　

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
や
階
上
早
生
そ

ば
の
提
供
、
来
場
者
へ
の
応
対
、

全
般
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
が
仕
事
で

「
皆
さ
ん
ま
じ
め
で
、
気
が
利
い

て
よ
か
っ
た
。
次
の
イ
ベ
ン
ト
も

是
非
！
」
と
好
評
で
し
た
。

　

愛
好
会
は
、

二
〇
〇
六
年

発
足
。
活
動
内
容

は
、「
海
と
山
が
あ

る
階
上
の
資
源
を
生

か
し
た
階
上
の
活
性
化
お
よ
び
環

境
へ
の
呼
び
か
け
な
ど
」
と
い
う

話
を
聞
い
て
と
て
も
胸
が
熱
く
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
顧
問
の
前
山

教
授
は
じ
め
大
学
の
教
育
方
針
の

賜
と
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
、

ま
た
学
生
諸
子
の
前
途
を
大
い
に

期
待
し
ま
す
。

○
中
央
公
民
館
（
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
）

☎
（
８
８
）
２
５
２
２

　

イ
ラ
ク
か
ら
帰
還
し
た
息
子
の

不
可
解
な
失
踪
。
我
が
子
を
思
い

そ
の
謎
を
追
っ
た
ハ
ン
ク
は
、
目

を
覆
い
た
く
な
る
真
実
に
直
面
す

る
。
ポ
ー
ル
・
ハ
ギ
ス
が
実
話
を

も
と
に
描
き
つ
く
し
た
現
代
ア
メ

リ
カ
の
「
病
理
」。  

○
道
仏
公
民
館

☎
（
８
９
）
２
１
１
０

　

明
る
く
元
気
で
耳
の
聞
こ
え
な

い
ミ
ー
ガ
ン
と
、
内
気
で
は
ず
か

し
が
り
や
の
シ
ン
デ
ィ
と
の
、
友

情
と
心
の
成
長
を
い
き
い
き
と
描

い
た
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
女
優
の
自
伝

的
小
説
。

○
石
鉢
ふ
れ
あ
い
交
流
館

☎
（
８
０
）
１
６
７
１

　

テ
ー
ブ
ル
の
上
を
き
れ
い
に
す

る
だ
け
で
夫
婦
、
家
族
関
係
が
今

ま
で
以
上
に
良
く
な
る
。
ま
た
、

荒
れ
た
家
庭
も
劇
的
に
変
わ
る
！

す
ぐ
実
践
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
載
っ
て
い
ま
す
。    

■
本
を
借
り
る
に
は
図
書
貸
出
券

が
必
要
で
す
。
そ
の
場
で
発
行
で

き
ま
す
の
で
身
分
証
明
証
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。（
発
行
無
料
）

図
書
室
だ
よ
り　

今
月
の
お
す
す
め
本

図
書
室
だ
よ
り　

今
月
の
お
す
す
め
本

図
書
室
だ
よ
り　

今
月
の
お
す
す
め
本

■貸出時間■

○中央公民館
　9～19時（月～土、日・祝日）

○道仏公民館
　9～17時（月～金）
　※土曜は15時まで

○石鉢ふれあい交流館
　9～19時（火～土、日・祝日）

『たった一つのテーブルで
夫婦仲が10倍うまくいく』
あらかわ菜美著／コスモトゥワン

八戸大学「ナチュラル愛好会」のメンバー

「告発のとき」
古関万希子著／講談社
ポール・ハギス原案

「耳の聞こえない子がわたります」
マリー・マトン作／日当陽子訳

フレーベル館

こころ豊かなケアの実践と
人の関わりを大切にする

グループホームゆとり

入居者募集中！
いつでもお気軽にお立ち寄りください
AED設置所（24時間対応可能）

039-1211　三戸郡階上町蒼前東６丁目9-181
TEL・FAX　0178-88-1920

（広告）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広告） （広告）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広告）

訪問介護スタッフ募集 !!
必要資格：ヘルパー２級以上
応募方法：電話連絡の上、委細面談（履歴書持参）
〒 039-1212　三戸郡階上町蒼前西２丁目９番の 988
Tel 0178-88-2595（担当　酒田）
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階上うまいもん !　いちご煮 只今活動中 !琴城流花椿琴の会

　

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
事
業

で
、『
こ
み
な
と
21
プ
ラ
ン
』
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。
全
戸
、
各

団
体
が
協
力
し
合
い
、
大
人
、
子

ど
も
を
巻
き
込
ん
で
計
画
実
現
に

向
け
現
在
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
昔
懐
か
し
の
演
芸
会
が
復
活
！

か
ぜ
の
会
を
中
心
に
世
代
を
越
え

た
交
流
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
盆
踊
り
に
よ
る
町
内
会
の
活
性

化
及
び
周
辺
地
域
と
の
交
流

○
住
み
良
い
環
境
づ
く
り
の
推
進

　

春
・
秋
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
、

草
刈
、
花
壇
整
備
（
老
人
ク
ラ

ブ
）、
墓
地
の
草
刈
掃
除
（
婦
人

会
）

　

世
代
間
交
流
を
図
り
な
が
ら
住

ん
で
楽
し
い
地
域
づ
く
り
を
！

　

小
舟
渡
地
区
に
移
り
住
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
楽
し
い
よ
！
星
降
る

こ
み
な
と
、
海
の
見
え
る
学
校
に

き
て
み
ま
せ
ん
か
。
魚
が
お
い
し

い
よ
！

我が地
ま

域
ち

通信
小舟渡行政区

<夢をかたり 心かよわす 地域づくり>
◇地区データ◇
人口938人／世帯数297世帯（6月1日現在）
小学校区：小舟渡小学校／区長：濱浦清志氏
小舟渡海岸など、豊かな自然環境に囲まれています。地域
とのつながりも強く様々な活動に取り組んでいます。

ネットワーク　Network・・・・・・・・・・・

平内行政区
<豊かな自然と歴史文化が薫る里>

◇地区データ◇
人口214人／世帯数76世帯（6月1日現在）
小学校区：登切小学校／区長：鳩文男氏
古くから歴史ある伝統芸能と文化が受け継がれ、お互
いの協力によって支えられてきた地域です。

　

見
上
げ
れ
ば
階
上
岳
、
見
下
ろ

せ
ば
八
戸
の
夜
景
が
見
え
る
「
緑

に
囲
ま
れ
た
自
然
環
境
豊
か
な
地

域
」
で
す
が
、
現
状
は
少
子
高
齢

化
と
共
に
過
疎
化
が
急
速
に
進
行

中
で
す
。
地
区
計
画
で
は
、
過
疎

と
い
う
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
敢
え
て

逆
手
に
と
り
「
大
自
然
と
ふ
れ
あ

え
る
安
ら
ぎ
の
場
所
」
と
位
置
付

け
た
取
り
組
み
を
推
進
中
で
す
。

▼
登
切
小
付
近
の
公
園
整
備

▼
空
き
家
を
活
用
し
た
田
舎
転
居

者
（
新
し
い
仲
間
）
の
募
集

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
遊

休
農
地
等
の
有
効
活
用

▼
え
ん
ぶ
り
、
鶏け

い
ば
い舞
な
ど
伝
統
文

化
を
守
り
育
て
る
活
動

　

世
代
間
交
流
事
業
等
を
通
じ
、

自
然
を
生
か
し
た
新
し
い
交
流
の

場
と
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
快

適
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
住
環

境
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

いちご煮まつりに向けて廿一平の早朝草刈

世代を越えて農園づくり

　結成したばかりの大正琴を楽しむグループです。
数字の楽譜なので、童謡、ポップス、演歌まで、色々
な曲を誰でもすぐに弾けるようになります。現在「夕
やけこやけ」「ふるさと」などを練習中で、演奏する
ことが生きがいにもつながっています。
わたし達と一緒に楽しみませんか。
◇活動日　第1・3木曜日　13：30～/道仏公民館
◇会　費　500 円（体験 4回・楽譜代）
◇仲間募集中♪♪
　初心者・見学者
　大歓迎 ! お気軽
　にのぞいてみて
　ください。
【問い合わせ】
　花椿琴の会 丹崎　☎ 87-3363
　道仏公民館 　　　☎ 89-2111

木曜の午後は、公民館から優雅な音色が聞こえてきます

　白濁食のスープに浮かぶ赤くなったウニは、まる
で野イチゴのよう。口に入れると、ふわっととろ
け、シソの葉の香りがさらにその味わいを引き立て
てくれます。
　ウニやアワビは江戸時代ですでにぜいたく品とさ
れていました。しかし、階上海岸周辺では、戦前ま
でコメがあまりとれなかったため、漁師は夏に旬を
迎えるこれらを“箸が立つ”ほど大量に煮込んで調
理し、麦やヒエと一緒に食べたといいます。7月の
いちご煮まつりの目玉「元祖いちご煮」は、この豪
快な漁師料理を再現したものです。

①沸騰したお湯に塩・酒（またはみ
りん）で味を整える。（お好みで
醤油を少し入れてもよい）

②生うにを入れ、身がしまったら、
あわび、細かくきざんだしその葉、
白髪ネギを入れすぐ火をとめる。

〈
撮
影
協
力:

つ
る
や
別
館
煉
瓦
亭
〉
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■
投
票
日　
　

7
月
31
日
（
木
）

■
投
票
時
間　

7
時
〜
18
時
ま
で

■
投
票
で
き
る
方

　

青
森
県
東
部
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
、
選
挙
権
を
有
す

る
方
。

■
投
票
入
場
券

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
に
郵
送
し
ま
す
。

■
期
日
前
投
票

　

場
所　

役
場
1
階（
町
民
課
隣
）

　

期
間　

7
月
23
日
（
水
）
か
ら

　
　
　
　

7
月
30
日
（
水
）
ま
で

　

時
間　

8
時
30
分
〜
20
時
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
２

　

地
域
に
お
い
て
自
主
的
に
介
護

予
防
に
取
り
組
み
、
活
動
す
る
住

民
グ
ル
ー
プ
等
の
方
々
へ
、
講
師

謝
金
等
1
団
体
1
万
円
を
限
度
に

助
成
し
ま
す
。〝
先
生
を
呼
ん
で

勉
強
し
て
み
た
い
け
ど
…
〞
と
思

わ
れ
る
団
体
の
方
な
ど
、
こ
の
機

会
に
制
度
を
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
内
容

　

介
護
予
防
に
関
連
す
る
内
容

（
例　

体
操
を
教
え
て
ほ
し
い
、
入

れ
歯
の
手
入
れ
の
方
法
を
知
り
た
い
、

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
た
い
な
ど
）

■
助
成
対
象
と
な
る
団
体

・
町
内
に
お
い
て
、
65
歳
以
上
を

対
象
に
自
主
的
な
介
護
予
防
活
動

に
取
り
組
む
団
体
な
ど
。

・
10
団
体
ま
で
。（
1
団
体
1
回
）

　

＊
審
査
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

平
成
21
年
2
月
末
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

　

保
健
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
５

■
テ
ー
マ
・
募
集
内
容

　

町
の
観
光
、
イ
ベ
ン
ト
、
伝
統

行
事
、
史
跡
や
文
化
財
、
自
然
景

観
、
生
活
風
俗
な
ど
を
題
材
と
し

た
も
の
。

■
応
募
規
定

・
四
つ
切
ま
た
は
ワ
イ
ド
四
つ
切

（
組
写
真
・
画
像
処
理
不
可
）

※
応
募
点
数
制
限
な
し
。
未
発
表

作
品
に
限
り
ま
す
。

■
応
募
方
法

・
応
募
用
紙
を
作
品
裏
面
に
貼
付

し
て
送
付
ま
た
は
持
参
。（
選
外

作
品
の
返
却
希
望
者
は
、
返
信
用

封
筒
を
添
付
）

・
人
物
写
真
等
の
場
合
は
、
肖
像

権
を
ク
リ
ア
し
て
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り

・
平
成
21
年
2
月
27
日
（
当
日
消
印
有
効
）

■
各
賞

・
最
優
秀
賞
1
点
（
賞
状
・
2
万

円
分
特
産
品
）
優
秀
賞
３
点
他

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

産
業
建
設
課
産
業
振
興
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
６

■
期
日
・
内
容
等

①
7
月
18
日
（
金
）
10
時
〜
12
時

・「
特
別
な
支
援
は
す
べ
て
の
子

ど
も
の
支
援
」
国
立
特
別
支
援
教

育
総
合
研
究
所　

総
括
研
究
員　

笹
森
洋
樹
氏

・
三
沢
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

②
7
月
19
日
（
土
）
10
時
〜
12
時

・「
子
ど
も
の
今
、
そ
し
て
未
来

の
た
め
に
！
」
大
阪
ア
ト
ム
共
同

保
育
園
理
事
長　

市
原
悟
子
氏

・
八
戸
市
福
祉
公
民
館

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

開
催
1
週
間
前
ま
で
に
青
森
県

総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
ま
で

☎
０
１
７
（
７
３
９
）
１
２
５
３

　

証
明
書
等
の
申
請
や
届
出
の
た

め
に
窓
口
へ
お
越
し
に
な
る
際
は
、

必
ず
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

※
代
理
人
の
場
合
は
、
本
人
か
ら

の
委
任
状
お
よ
び
、
代
理
人
の
方

の
本
人
確
認
も
行
い
ま
す
。

■
本
人
確
認
を
実
施
し
て
い
る
届
出
等

・
住
民
票
・
戸
籍
謄
本
の
取
得

・
婚
姻
・
離
婚
な
ど
の
戸
籍
の
届
出

・
転
出
・
転
入
・
転
居
等
の
届
出

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
民
課
戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
９

■
日
時　

7
月
17
日
（
木
）
18
時

■
場
所　

赤
保
内
集
会
所

　

現
在
、
赤
保
内
集
会
所
で
実
施

し
て
い
る
学
童
ク
ラ
ブ
「
赤
保
内

仲
良
し
ク
ラ
ブ
」
が
、
平
成
21
年

4
月
か
ら
中
央
保
育
園
へ
移
行
と

な
る
こ
と
に
伴
い
、
開
催
す
る
も

の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

保
健
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
６
４
１

選挙
青
森
県
東
部
海
区
漁
業
調

整
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

募集
第
５
回
階
上
町
観
光
協

会
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

募集
家
庭
教
育
次
世
代
応
援

セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
演

お知らせ
戸
籍
の
窓
口
で
「
本
人
確
認
」
を

実
施
し
て
い
ま
す

（広告）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広告）

苑

苑

デイサービスセンター
〈盆踊り〉八幡馬のうた
　　　　　階上小唄
　　　　　ナニャドヤラ
〈出　店〉ヤキトリ、ヤキソバ
　　　　　ジュース類など沢山
景品抽選会（多数あり）

夏まつり第5回

と　き　８月９日㈯　午後５時
ところ　わらび苑前駐車場（階上小学校の近くです）

小西礼子ショウ

主催　臥牛苑・わらび苑夏まつり実行委員会
（大字角柄折字餅粟久保4-1　NPO法人双松福祉会　電話88-1461）

募集
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援

事
業
を
活
用
く
だ
さ
い
！

開催します
学
童
保
育
説
明
会
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Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

と
し
て
町
内
小
中
学
校
で
英
語
を

教
え
て
き
ま
し
た
ダ
レ
ン
・
コ
ッ

ク
ス
さ
ん
が
2
年
間
の
任
期
を

終
え
、
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
送
る
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で

も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

ダ
レ
ン
さ
ん
を
送
る
会

　

（
幹
事
長　

村
上　

富
士
夫
）

■
日
時　

7
月
22
日
（
火
）
18
時

■
場
所　

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

■
会
費　

4
千
円

■
申
込
期
限　

7
月
16
日
（
水
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

教
育
課
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
４
９
５

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
８
８
）
１
８
０
３

　

生
活
排
水
の
側
溝
へ
の
垂
れ
流

し
は
、
夏
季
を
む
か
え
る
と
、
蚊
、

ハ
エ
等
、
衛
生
害
虫
の
発
生
は
も

と
よ
り
、
悪
臭
の
発
生
源
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
団
地
等
に
設
置
さ

れ
て
い
る
調
整
池
は
雨
水
を
処
理

す
る
も
の
で
、
生
活
排
水
が
側
溝

か
ら
流
入
す
る
こ
と
で
、
雨
水
の

処
理
能
力
が
低
下
し
た
り
、
害
虫
、

悪
臭
発
生
の
苦
情
が
毎
年
町
に
よ

せ
ら
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
排
水
は
浸
透
枡
を
使
用
す

る
な
ど
、
適
切
に
処
理
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
民
課
戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
９

■
対
象
者

①
平
成
20
年
度
に
お
い
て
満
40
歳

と
な
る
者

②
満
41
歳
以
上
の
者
で
、
過
去
に

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
相
当
す
る

検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
者

■
検
査
項
目

　

Ｂ
型
及
び
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

■
実
施
期
間

　

平
成
21
年
3
月
31
日
ま
で

■
自
己
負
担

・
特
定
健
診
に
相
当
す
る
健
診
と

同
時
に
実
施
し
た
場
合
〈
無
料
〉

・
別
日
程
で
実
施
し
た
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
5
百
円
〉

■
実
施
場
所　

　

八
戸
市
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

　

右
記
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
難
し

開催します
Ａ
Ｌ
Ｔ
「
ダ
レ
ン
さ
ん

を
送
る
会
」

お知らせ
生
活
排
水
の
適
切
な
処

理
を
！

お知らせ
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す

い
場
合
、
八
戸
市
内
一
部
医
療
機
関

で
も
無
料
で
肝
炎
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
肝
炎
治
療
に
か

か
る
医
療
費
の
一
部
助
成
も
行
っ
て

い
ま
す
。（
県
健
康
福
祉
部
保
健
衛

生
課
健
康
危
機
対
策
グ
ル
ー
プ
☎

０
１
７
（
７
３
４
）
９
２
８
４
）

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
２
１
９

　

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒
は
、
腸

炎
ビ
ブ
リ
オ
と
い
う
細
菌
が
た
く

さ
ん
付
着
し
た
食
品
を
食
べ
る
こ

と
に
よ
り
下
痢
、
腹
痛
、
発
熱
な

ど
を
起
こ
す
病
気
で
、
低
温
や
水

道
水
に
弱
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
次
の
点
に
注
意
し
て
食
中

毒
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

《
生
の
魚
介
類
を
食
べ
る
際
の
注
意
点
》

①
「
生
食
用
」「
刺
身
用
」
な
ど

の
表
示
を
確
認
し
て
購
入
し
、
新

鮮
な
う
ち
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

②
魚
介
類
を
調
理
す
る
場
合
は
、

水
道
水
で
十
分
に
洗
い
、
専
用
の

包
丁
や
ま
な
板
な
ど
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。
調
理
器
具
は
洗
浄
後
、

熱
湯
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

③
保
存
の
際
は
食
べ
る
直
前
ま
で

冷
蔵
保
存
（
4
度
以
下
）
し
、
2

時
間
以
内
に
食
べ
終
わ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

三
八
地
域
県
民
局
保
健
総
室

（
八
戸
保
健
所
）
生
活
衛
生
課

☎
（
２
７
）
５
１
１
１
（
内
２
８
２
）

　

県
で
は
、
差
押
財
産
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
売

却
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
県
税
・
市
町
村
税
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン

w
w
w
.p
re
f.a
o
m
o
ri.lg

.jp
/

ze
im
u
/

【
問
い
合
わ
せ
】

三
八
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
課

　
　
　
　

☎
（
２
７
）
５
１
１
１

お知らせ
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒
に

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
！

税
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

成人式実行委員会
スタッフ募集

　平成21年階上町成人式（H20.1.11
予定）において、式典進行や交換会
の企画運営をしていただく実行委員
を募集します。
 
■応募資格
平成21年成人式対象者（S63.4.2

～H元.4.1生まれの方）で、成人

式までの期間月1回か2回行う実行

委員会に参加可能な方。

■応募方法
住所・氏名・生年月日・電話番号

を明記のうえ、郵送・FAX・メー

ルでご応募ください。（電話、直

接のお申し込みでも結構です）

■申し込み・問い合わせ
　教育課成人式担当宛

　☎88-2698 ／ FAX 88-1803

　メール

hashikyo@town.hashikami.aomori.jp

　一生に一度しかない成人式!新た

な人生の門出となる思い出を作りま

せんか?やる気のある新成人の方、

ご応募お待ちしております！
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この認定証を医療機関の窓口に提示することで
入院時の一部負担金と食事代が減額されます。
○交付を受けられる方
住民税非課税世帯に属する方（低所得者区分Ⅱ
及び低所得者区分Ｉの方）は、申請により認定
証の交付を受けられます。※該当区分は下記の
とおりです。

○既に交付を受けている方
　お持ちの認定証は７月末で有効期限が切れま
す。引き続き必要な方は、８月中に更新手続きを
してください。ただし、平成19年中の所得状況
により、交付を受けられない場合もあります。
■申請に必要なもの　印鑑・被保険者証

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
す
る

制
度
で
す
。

　

届
け
出
を
忘
れ
る
と
将
来
受
け
取
る
年
金
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
す
る
場
合
や
、
ま
た
、
万
が
一
の
障
害
・
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

年
金
だ
よ
り

　家庭から出る雑排水に
よる水質汚濁を防止する
ため、国庫補助指針に適
合する機能を有する合併
処理浄化槽を設置する方
に費用の一部を補助し、設置促進を図っています。
●申請締切　12月26日まで
●対象地域　町内全域（大蛇地区漁業集落排水処

理区域及び石鉢・赤保内処理区公共
下水道事業認可区域は除く）

●対象建物　専用住宅及び併用住宅。ただし、単
独浄化槽または汲み取り式からの変
換の場合に限ります。（新築住宅への
浄化槽設置は対象外です）

●補助金額

合併浄化槽を設置される方へ 後期高齢者医療制度（長寿医療制度）加入のみなさまへ

【問い合わせ】

八戸社会保険事務所

☎44-1742

町民課戸籍住民グループ 

☎88-2119

次のようなときには、忘れずに届け出ましょう
届け出するとき 手続きの種類 届出先

20歳になったとき
厚生年金・共済組合加入者以外は
国民年金加入手続き

第 1号被保険者 :市町村役場
第 3号被保険者 :配偶者の勤務先

会社を退職したとき 国民年金加入手続き 市町村役場

結婚や退職等で配偶者
の扶養になったとき

第 3号被保険者への種別変更の手
続き

配偶者の勤務先

配偶者の扶養から外
れたとき

第 3号被保険者から第 1号被保険
者への種別変更手続き

市町村役場

納付書を紛失したと
き

納付書の再発行手続き 社会保険事務所

口座振替を開始・停
止・変更するとき

口座振替依頼書を提出
指定口座のある金融機関や郵便局、
市町村役場、社会保険事務所

将来受け取る年金額
を増やしたいとき

①付加保険料の加入手続き
②国民年金基金の加入手続き

①市町村役場、社会保険事務所
②国民年金基金

国民年金保険料を納
めるのが困難な場合

①失業、収入が少ないなどを理由
とする方は免除制度
② 30歳未満 : 若年者納付猶予制度
③学生 :学生納付猶予制度

①②③とも
市町村役場または社会保険事務所

後期高齢者医療制度限度額適用・標準負担額認定証について

【申請・問い合わせ】
保健福祉課健康増進グループ

☎ 88-2219

低所得者区分Ⅱ
世帯員全員が住民税非課税で
ある方

低所得者区分Ｉ

世帯員全員が住民税非課税で
ある方のうち、世帯全員の各
所得金額が全て０円の方（公
的年金の場合は80万円以下）
および老齢福祉年金受給者

詳しくは、設置前にお問い合わせください
産業建設課 土木建設グループ

☎ 88-2118

住宅延べ
面積

浄化槽の
大きさ 限度額 残り設置数

130㎡以下   5人槽 352千円 4 基

130㎡　超 6～ 7人槽 441千円 12 基

2世帯住宅 8～ 10人槽 588千円 1 基



☆平成 20 年県内の交通事故発生状況☆　青森県交通対策協議会

死
者
の
状
態

飲酒運転による死者 2 人
（＋1）

高齢者の死者
～65歳以上の人～

11 人
（－8）

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

自動車乗車中の死者 9 人
（－6）

非着用死者 5 人
（＋1）

着用していれば
助かったと思われる人

3 人
（＋2）

広報はしかみ　2008・715

5月中 年累計

発
生

494 
件

（－51）
2,578

件

（－57）  

死
者

6  
人

（＋1）
23
人

（－10）

傷
者

625 
人

（－70）
3,239

人

（－128）

○
遊
泳
中
の
事
故
を
防
止
す
る
た

め
の
注
意
点

・
保
護
者
の
方
は
水
遊
び
を
し
て

い
る
子
供
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

・
遊
泳
禁
止
の
立
て
看
板
が
あ
る

場
所
や
岩
場
、
潮
の
流
れ
の
速
い

場
所
で
は
、
絶
対
に
泳
が
な
い
。

・
自
分
の
泳
ぎ
を
過
信
し
な
い
。

・
飲
酒
後
の
遊
泳
は
絶
対
に
し
な
い
。

・
泳
ぐ
前
に
は
必
ず
準
備
運
動
を

す
る
。

交 番 情 報
事件は 110番
階上交番　☎ 88-2022
田代駐在所　☎ 88-2110

消 防 情 報
火事は 119番
消防本部　☎ 44-2135
階上分署　☎ 88-2105

☆平成 20 年階上町交通事故発生状況☆

5月31日現在 前年同期比増減

発生件数 9 － 11

死　　者 0 ± 0

傷 者 数 9 － 16

　　死亡事故ゼロ連続日数 274 日

※（　）内は前年比。累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。

　

こ
れ
か
ら
家
族
連
れ
で
、
海
や

山
に
行
こ
う
と
楽
し
み
に
し
て

い
る
方
々
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
海
や
川
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
に

は
、
常
に
危
険
が
は
ら
ん
で
い
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
一
年
間
で
は
、
遊
泳
中
、

釣
り
・
魚
採
り
、
作
業
・
通
行
中

に
、
二
十
二
件
の
水
難
事
故
が
発

生
し
、
二
十
二
人
の
方
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

夏
の
水
難
を
な
く
そ
う
！

消
防
車
が
救
急
活
動
支
援

ス
テ
ッ
カ
ー
で
表
示

　

救
急
車
だ
け
で
は
活
動
が
困
難

な
場
合
や
、
救
急
車
の
到
着
が
遅

れ
る
場
合
な
ど
、
消
防
車
も
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
て
現
場
に
駆
け
つ

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
出
動
は
、
早
い
応

急
処
置
や
現
場
活
動
の
時
間
短
縮

な
ど
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
一

方
、
火
災
な
ど
の
災
害
と
間
違
え

ら
れ
や
す
い
こ
と
か
ら
、
消
防
本

部
で
は
次
の
よ
う
な
対
応
を
し
て

い
ま
す
。

○
「
救
急
支
援
活
動
中
」
の
ス

テ
ッ
カ
ー
を
表
示

　

消
防
車
の
前
面
（
ま
た
は
ド

ア
）
に
、
左
図
の
よ
う
な
ス
テ
ッ

カ
ー
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

○
清
潔
を
保
つ
た
め
、
隊
員
は
青

色
の
着
衣
や
マ
ス
ク
を
着
用

○
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
の
鳴
ら
し

方
を
区
別

飲酒運転しない・させ
ないまもるくん

火災の
とき

ウーウー・カンカン
（サイレン音と鐘が

交互に鳴る）　

火災以外
のとき

ウーウー
（サイレン音のみ）



広報はしかみ　2008・7 16

8　　月
1  金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

2  土 県民体育大会（～3日／十和田市）

3  日 剣道クラブ（町民体育館10：00～12：00）

4  月 燃やせないごみ収集日（全地区）

5  火 燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

防犯球技大会（～6日）

夜間納税相談（町民課税務グループ　17：30～19：30）

6  水 空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

新聞紙・ダンボール収集日（全地区）

7  木 燃やせるごみ収集日（東部地区）

8  金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

9  土 県民体育大会（～10日／十和田市）

歴史講座（寺下観音14：00～16：00）

わんぱく王国・はしかみキャンパス（鳥屋部登山口17：00～21：00）

10日 剣道クラブ（町民体育館　10：00～12：00）

11月 燃やせないごみ収集日（全地区）

12火 燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

民俗資料収集館開放日（9：00～16：00）

夜間納税相談（町民課税務グループ　17：30～19：30）

13水 空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）

14木 燃やせるごみ収集日（東部地区）

15金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

広報カレンダー　7月16日㈬～8月15日㈮
7　　月

16水 空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

新聞紙・ダンボール収集日（全地区）

乳児健康診査（H19.8.1～H19.10.31生まれ）

（ハートフルプラザ　12：30～14：30）

17木 燃やせるごみ収集日（東部地区）

粗大ごみ収集日（中央・西部地区）

18金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

１学期終業式

19土 わんぱく王国（大蛇海岸9：30～12：00）

歴史講座（ハートフルプラザ14：00～16：00）

20日 剣道クラブ（町民体育館10：00～12：00）

21月 海の日

燃やせないごみ収集日は休みとなります

22火 燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

民俗資料収集館開放日（9：00～16：00）

夜間納税相談（町民課税務グループ　17：30～19：30）

夏季休業日（～8月24日）

23水 空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）

24木 燃やせるごみ収集日（東部地区）

25金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

26土 いちご煮祭り（～27日／小舟渡海岸）

北奥羽総合体育大会（～27日／六ヶ所村）

27日 剣道クラブ（町民体育館　10：00～12：00）

28月 燃やせないごみ収集日（全地区）

29火 燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

夜間納税相談（町民課税務グループ　17：30～19：30）

30水 空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

31木 燃やせるごみ収集日（東部地区）

固定資産税第２期納期限

国民健康保険税・介護保険料（普通徴収）・後期高

齢者医療保険料（普通徴収）第１期納期限

◎ごみ収集日の地区区分◎

中央・西部地区

石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢、田

代、晴山沢、平内、鳥屋部、赤保内、耳ケ

吠西　　　

東 部 地 区
耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、駅前、

道仏、小舟渡

ごみは、収集日の朝８時までに

指定された場所に出しましょう。
<お願い> 6月12日に可燃ごみを収集していた作業員が、
ごみ袋に混入していた不燃ごみで手の指を切り３針縫う事
故がありました。可燃ごみには絶対に不燃ごみを混入しな
いでください。

カレンダーの内容は町ホームページにも掲載しています。（お知らせ→行事予定）

各課直通電話をご利用ください
各課へのお問い合わせは直通電話のご利用をお願いします。

課名・グループ名等 直通電話番号

1 階

町 民 課
税務グループ

賦課 88-2129

収納 88-2114

戸籍住民グループ 88-2119

保健福祉課
健康増進グループ 88-2219

福 祉 グ ル ー プ 88-2115・2641

出 納 室 88-2049

農 業 委 員 会 88-2946

2 階

総 務 課
総 務 グ ル ー プ 88-2112

企画財政グループ 88-2113

産業建設課
産業振興グループ 88-2116

土木建設グループ 88-2118

教 育 課 教育グループ
学務 88-2495

社教 88-2698・2764

3 階 議 会 事 務 局 88-2369

○土・日・祝日及び午後5時以降のご連絡は（代）88-2111へお願いいたします。



広報はしかみ　2008・717

◇ 175 ◇

正
部
家　

奨
／
作
・
佐
藤　

明
／
画

〈230〉

有　

谷　
　
　

升心なしか優しげな印象

メ
タ
カ
ラ
コ
ウ 
（
き
く
科
）

八
戸
藩
城
主
格
へ
の
道
（
八
）

　

沢
沿
い
の
湿
地
な
ど
に
生
え
て

い
る
多
年
草
。
高
さ
は
一
ｍ
ほ

ど
。
茎
は
細
く
、
直
立
し
て
枝
分

か
れ
し
な
い
。
多
数
の
根こ

ん
せ
い
よ
う

生
葉

（
地
面
か
ら
い
き
な
り
出
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
葉
）
が
あ
り
、
茎

葉
は
少
な
い
。
根
生
葉
に
は
長
い

柄
が
あ
り
、
鋭
い
鋸き

ょ
し歯
（
葉
の
縁

が
で
こ
ぼ
こ
・
ぎ
ざ
ぎ
ざ
の
あ
る

葉
）
が
あ
る
。
花
は
下
か
ら
上
へ

と
咲
き
六
〜
九
月
頃
、
舌
状
花
と

筒
状
花
か
ら
な
る
黄
色
い
花
を
つ

け
、
よ
く
目
立
つ
。

　

和
名
は
「
雌
宝
香
」。
オ
タ
カ

ラ
コ
ウ
「
雄
宝
香
」
よ
り
優
し
い

感
じ
が
す
る
の
で
つ
い
た
と
か
。

「
宝
香
」
と
は
「
樟

し
ょ
う
の
う脳

」
に
似
た

香
料
の
こ
と
で
、
オ
タ
カ
ラ
コ

ウ
・
メ
タ
カ
ラ
コ
ウ
の
根
の
香
り

が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
と
い
う
。

　

福
岡
藩
（
九
州
北
部
、
現
福
岡

市
）
主
の
黒
田
長
溥
は
島
津
斉
彬

の
大
叔
父
で
あ
る
と
書
い
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
長
溥
の
実
弟
が
八

戸
藩
九
代
藩
主
、
南
部
信
順
で
あ

る
事
を
、
八
戸
藩
領
域
に
住
む
人

や
八
戸
市
に
縁
故
の
あ
る
人
々
は

再
認
識
し
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
関
連
を
図
式
し
ま
す
と
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

島
津
氏
と
南
部
信
順

　

重
豪　
　

徳
川
十
一
代
将
軍
家

　
　
　
　
　

斉
の
御
台
所
広
大
院

　
　

姉　

寔
子

　
　
　
　

鹿
児
島
藩
主

　
　

兄　

島
津
斉
宣　

斉
興

　
　
　
　
　

徳
川
十
三
代
将
軍
家

　
　
　
　
　

定
御
台
所
、
天
障
院

　
　
　
　

斉
彬　

敬
子
（
篤あ

つ

姫ひ
め

）

　
　
　
　

久
光　

忠
義

　
　

兄　

福
岡
藩
主

　
　
　
　

黒
田
長
溥

　
　
　
　

八
戸
藩
主

　
　
　
　

南
部
信
順

　

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
篤
姫

は
近こ

の

衛え

け家
（
五ご

攝せ
つ

家け

）
の
養
女
と

な
り
徳
川
十
三
代
将
軍
家
定
の
御

台
所
と
な
り
ま
し
た
が
、
病
弱
で

あ
っ
た
夫
、
家
定
と
の
生
活
は
長

続
き
せ
ず
わ
ず
か
一
年
余
の
安
政

五
年
に
家
定
は
死
去
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
情
報
は
全
国
の
各
藩

に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
が
、
八
戸
藩

で
は
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
ま

す
。（
階
上
町
史
、
史
料
編
Ⅱ
）

　

公く

方ぼ
う
さ
ま様
（
徳
川
家
定
）
薨こ
う
ぎ
ょ御
に

付
鳴な

り

物も
の

停て
い

止し

。

　

安
政
五
午う

ま
と
し年

一
、
八
月
十
七
日
、
江え

戸ど

表お
も
てよ
り

七
日
振ぶ

り

御
飛ひ

脚
き
ゃ
く

到
着
、
公

方
様
（
徳
川
家
定
）
去さ

ル
八

日
薨こ

う
ぎ
ょ御

ニに

付つ
き

、
追お
つ

而て

御お

さ

た
沙
汰

迠ま
で

鳴
物
御ご

停て
い

止し

被
お
お
せ
い
だ
さ
れ

仰
出
、

且か
つ

御ご

家か

中
ち
ゅ
う

髪か
み

月さ
か

代や
き

者は

今
日

よ
り
来
ル
廿
三
日
迠ま

で

遠
慮

可い
た
す
べ
き
む
ね
こ
れ
を
お
た
っ
し

致
旨
御
達
之
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7月31日は

固定資産税　　　　第２期
国民健康保険税・介護保険料（普通徴収）・
後期高齢者医療保険料（普通徴収）第１期

の納期限です。
期限内に納めましょう。

【問】町民課 税務グループ ☎ 88-2114

わが町の文化財④
階上町指定有形文化財第４号（平成20年3月21日指定）

所在地 : 寺下観音 大きさ : 縦 40.5 cm ×横 91.1 cm
根
ね

城
じょう

屋
や

与
よ

五
ご

郎
ろう

願
がん

主
しゅ

 天保一四年（1843年）俳諧献額

　

こ
の
額
は
、
寺
下
観
音
堂
に
奉
納
さ
れ
た
俳
諧
献
額
で

す
。
献
額
に
は
一
六
名
の
俳
人
達
の
句
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
根
城
屋
を
は
じ
め
、
加
賀
屋
、
大
塚
屋
等
江
戸
時
代

の
八
戸
商
人
の
名
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
後
半
に
は
京
芭

蕉
堂
、
大
阪
八
千
房
、
江
戸
雪
中
庵
の
名
が
見
え
ま
す
が
、

こ
れ
は
松
尾
芭
蕉
の
弟
子
達
の
流
派
で
芭
蕉
俳
諧
の
本

流
組
織
の
代
表
者
達
の
句
を
載
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
八
戸
地
域
の
俳
諧
は
芭
蕉
を
師
と
す
る
蕉
風
俳

諧
を
基
本
と
す
る
事
が
分
か
り
ま
す

編集後記
　石鉢ふれあい交流館を拠点にスター
トした子育てサポートセンター「ほっ
とぽっと」。楽しいおしゃべり（取材）
と、３名のサポーターの笑顔に“ほっ
と”癒され、時間が過ぎるのもあっとい
う間でした。子育て中の方はもちろん、
地域の方とのホットな交流の場になるこ
とを願っています。（T）

戸籍の窓　平成20年 6月受付分（敬称略）

人のうごき
世帯数と人口

平成20年７月1日現在（±前月比）
　世帯数　 5,580世帯（＋ 4）
　総人口　14,869人　（－ 1）
　　男　　 7,466人　（＋ 5）
　　女　　 7,403人　（－ 6）

  （父の名・母の名） （地区名）

平　野　美
み

　月
づき

（博　文・和香子）石　鉢

坂　　　恵
めぐ

　美
み

（活　博・美穂子）赤保内

引敷林　　　励
れい

（孝　弘・悦　子）平　内

松　川　翔
しょう

　真
ま

（克　也・順　子）石　鉢

お誕生おめでとう お悔やみ
　申し上げます

（年齢・地区名）

木戸口　さ　よ（93・平　内）

地代所　ヨシヱ（84・鳥屋部）

平　戸　忠　雄（50・　榊　）

天　摩　ヨシヱ（80・石　鉢）

新井田　み　つ（95・追　越）

松　森　キ　ン（86・荒　谷）

天　摩　昭　子（81・鳥屋部）

下長根　ト　ミ（86・大　蛇）
（住所又は元の本籍）

（大　﨑　寿　敏（耳ケ吠東））　安　達　真由美（八 戸 市）

（佐々木　良　治（耳ケ吠東））　𠮷　田　紀　子（岩手県大船渡市）

（前　田　大　輔（南 部 町））　伊　藤　千　春（赤 保 内）

（岡　田　　　潤（石　　鉢））　岩　渕　麻　美（石　　鉢）

前途を
祝福します

広
報
は
し
か
み
７
月
号　

№
５
８
６

発
行
／
階
上
町　

〒
０
３
９
―
１
２
０
１

　
　
　

青
森
県
三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
天
当
平
１
―
87

奉
納
銜
寶
前

寺　

下　

観　

世　

音

　
　
　
　
　

當　

辞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堅
白
堂　
　

斛
に
か
け
て
む
ら
な
き　
　
　
　
　

子
彦
君

　
　
　
　
　
　

慈
悲
の
若
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玄
芝
堂　

す
ゞ
し
さ
や
心
の
底
に
夜
の
明
る　

子
孝
君

　
　
　

○

凉
か
ぜ
も
智
力
に
も
れ
ず
雲
母
の
地　

瓦
鏡

軒
越
て
そ
れ
か
ら
竹
の
二
葉
か
な　
　

朶
暁

埋
れ
木
も
結
縁
深
し
苔
の
華　
　
　
　

寛
兆

宵
過
の
人
声
す
ゞ
し
ミ
ね
の
枩　
　
　

元
弘

み
じ
か
夜
も
満
月
浄
き
御
山
哉　
　
　

九
賀

水
音
は
枝
を
吹
せ
て
か
ん
こ
鳥　
　
　

白
鱗

瑞
籬
に
拍
子
こ
ぼ
れ
て
蝉
の
声　
　
　

五
友

夏
の
夜
や
浦
嶌
が
子
の
玉
手
箱　
　
　

窓
雅

そ
の
侭
に
手
向
と
な
れ
や
花
卯
の
木　

白
譽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夫
木
庵

嶮
閣
を
擽
り
出
る
清
水
か
な　
　
　
　

文
喬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葛
斉　

常
燈
の
影
も
も
ら
さ
ぬ
茂
り
か
な　
　

文
河

　
　
　

文
音　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
芭
蕉
堂
連

石
と
れ
ば
流
れ
續
く
や
春
の
水　
　
　

松
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
坂
八
千
房

飲
憎
き
莨
ひ
ね
る
や
朝
さ
く
ら　
　
　

一
肖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
雪
中
庵

横
に
船
や
つ
て
も
す
ゞ
し
艸
の
中　
　

對
山

五
穀
成
就
皆
令
満
足　
　

　
　
　
　

懸
額
願
主　

根
城
屋
與
五
郎
敬
白

于
時
天
保
十
四
癸
卯
年
四
月
十
七
日

※
子
彦
（
藩
士　

逸
見
主
計
）

　

子
孝
（
藩
士　

逸
見
兵
部
）

　

瓦
鏡
（
僧
侶　

法
光
寺
・
龍
源
寺
住
職
）

　

朶
暁
（
商
人　

松
橋
半
十
郎
）

　

寛
兆
（
藩
士　

松
橋
宇
助
）

　

九
賀
（
商
人　

石
橋
善
兵
衛
※
加
賀
屋
）

　

白
鱗
（
商
人　

七
尾
甚
七
※
鶴
養
堂
）

　

五
友
（
商
人　

大
塚
屋
長
兵
衛
）

　

窓
雅
（
商
人　

近
江
屋
彌
八
）

　

文
喬
（
商
人　

山
本
伝
七
※
古
屋
）

　

文
河（
商
人　

村
井
小
右
衛
門
※
十
一
屋
）

　

一
肖
（
四
世
八
千
房　

小
森
一
肖
）

　

對
山
（
五
世
雪
中
庵　

大
島
對
山
）

　

根
城
屋
與
五
郎
（
商
人
）　

（希望者の分を掲載しています）

【お詫びと訂正】
６月配布の「家庭ごみの分別と出し方の
手引き」に誤りがありました。
●５ページ（３）粗大ゴミの出し方につ
いて、「毎週1回の収集」が「毎月１回
の収集」となります。
●14ページ、ごみ分別辞典内の牛乳パッ
クの分別区分について「紙箱類」が「可
燃」となります。お詫びして訂正します。
【問】町民課戸籍住民グループ　☎88-2119

編
集
／
総
務
課　

Ｔ
Ｅ
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７
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２
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１
２　

Ｆ
Ａ
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０
１
７
８
）８
８
―
２
１
１
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
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